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 同    三 谷 勝 利 

 

はしがき 

この図幅説明書は，昭和37年から同39年にかけての３年間にわたる野外調査の結 

果をとりまとめたものである。 

野外調査は，著者らのほかに，大舟川流域を圧谷幸夫研究職員，杉本良也主任研究 

員に，また海岸線ぞいの地域の一部を前記庄谷研究職員に担当していただいた。 

なお，野外調査にさいしては，函館市役所，北海道函館林務署の各位から，いろい 

ろと便宜を計っていただいた。 

ここに明記して，厚く謝意を表する。 

まだ，多くの未解決の問題が残されているが，ここにとりまとめの結果を報告する。 

Ⅰ 位置および交通 

この図幅は，北緯41ﾟ50'～42ﾟ0'，東経140ﾟ45'～141ﾟ0'の範囲にあり，亀田半島の 

ほぼ中央部に位置する。 

行政的には，北部が茅部郡鹿部村，北東部が茅部郡南茅部町，南部が函館市，西南 

部が亀田郡亀田町，西北部が亀田郡七飯町にそれぞれ属している。 

図幅地域の大半は山地であるために，北東の海岸線ぞいや，南東端の台地をのぞけ 

ば，まったく村落は発達していない。 

海岸にそっては国道が通っており，南東の川汲峠
*

越えの北海道道，および倉川－ 

 

* 現在は隧道が完成している。 

５万分の１地質図幅 
説 明 書 
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大舟川経由の基幹林道によって函館市街と結ばれている。いまのべた道道経由で海岸 

地域にいたるバス路線が函館市街から通じている。 

そのほか，主要河川ぞいに林道が開さくされており，また横津岳への登山路も各方 

面から通じている。 

Ⅱ 地 形 

この図幅地域は，亀田半島の脊梁部をふくみ，大部分がけわしい山地からなりたっ 

ており，低平地や台地などは，ごくせまい地域にしか発達していない。 

半島の脊梁部は，ほぼNNW－SSE方向に走っており，これにそって北から横津岳 

(1166.9m)，袴腰岳（1108.3m)，その他500m内外の山々がそびえている。この山 

稜の北東側には，熊泊山（817.9m)，泣面山（835.0m）などの山々が，また南東側 

には，三森山（842.1m)，雁皮山（743.4m)，庄司山（570.4m)，その他の山々が 

それぞれ独立峯をつくってそそり立っている。 

台地は，海岸線にそって，あるいは２～３の河川にそって，細長く発達するほか， 

図幅南西隅にわずかに分布している。また，山地と台地との接触部付近には，崖錐や 

扇状地などのつくる緩斜面がみとめられる。 

低平地の発達はきわめて悪く，海と台地との間や，倉川流域の一部に，わずかに 

みとめられるにすぎない。 

図幅地域には，多数の中小河川が発達しているが，そのいずれも非常に急嶮な河谷 

を形成している。 

Ⅲ 地質概説 

東海図幅地域の地質構成は，第１表にしめしたとおりである。 

この地域の基盤をつくっているのは，先第三紀の粘板岩からなる戸井層であるが， 

倉川の上流部に若干分布しているにすぎない。しかし，この南側の五稜郭図幅地域 

には，わりあい広く分布している。 

この地層を不整合におおって，新第三紀の堆積岩類や火山噴出物が広く発達してい 

る。 

新第三紀の地層の最下位は，中新世の汐泊川層で，図幅の北東隅と南西隅とを結ぶ 

対角線から南東に広く分布しているほか，北部地域にもわずかにみとめられる。この 
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第１表 地 質 層 序 表 

 

累層は，さらに緑色凝灰岩部層，硬質頁岩・頁岩部層，集塊岩部層，浮石質凝灰岩部 

層の４つの部層にわけることができる。 

この累層を不整合におおって，大沼園図幅から連続する峠下火山砕岩類が，お 

もに図幅の西側に広く分布している。この火山砕岩類は，おもに集塊凝灰岩と熔岩 

から構成されている。その地質時代は，上部中新世ではなかろうかと考えているが， 

上限がなお不明であるので，いちおう中新世～鮮新世とした。 

倉川層は，図幅中央部付近に，前述の各地層を不整合におおって小範囲に分布す 

る，泥岩と凝灰岩からなる湖成堆積物である。この上には，整合的に磯谷川火山砕 

岩類が発達している。この砕岩類は，おもに集塊凝灰岩，凝灰角礫岩から構成され 

ているが，一部に熔結凝灰岩をふくんでいる。 

これら２つの地層は，明確な証拠はないが，いちおう鮮新世として取扱った。 
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第四紀の地層は，更新世の双見層，磯谷礫層，段丘堆積物，および現世の各種堆積 

物がある。とくに，双見層は，大沼園図幅の文月層に対比される地層で，早期更新 

世の陸成層である。 

火成岩類としては，新第三紀から第四紀にかけての各種貫入岩類や熔岩類が発達し 

ている。 

中新世の貫入岩類は，汐泊川層の分布地域に，これを貫ぬいて発達しているもので， 

塩基性から酸性にわたる各種のものがみとめられる。すなわち，粗粒玄武岩，閃緑岩 

質岩，安山岩質プロピライトⅠ，石英安山岩質プロピライト，石英斑岩，流紋岩，安 

山岩質プロピライトⅡなどが区別される。これからのなかでは，早期の塩基性岩と後 

期の酸性岩が卓越しているのが特徴的である。 

中新世か鮮新世か明らかでないものとしては，峠下火山砕岩類をおおう三森山熔 

岩および雁皮山熔岩と，これを貫ぬく玄武岩，安山岩などの岩脈がみとめられる。 

また，横津岳を中心とする付近には，横津岳下部および上部熔岩が分布している。 

下部熔岩は，いわゆる板状熔岩で，おそらく鮮新世の噴出ではないかとおもわれる。 

しかし，上部熔岩は，あるいは第四紀であるかもしれない。 

第四紀の火山岩類としては，更新世の熊泊山熔岩，泣面山熔岩，常呂川火山砕流 

などがしられる。とくに，泣面山には爆裂火口をおもわせる地形がみとめられ，わり 

あい新しい火山ではないかと推測される。また，常呂川火山砕流の出所について， 

鹿部図幅では，泣面山のものでないかと推論しているが，まだ明らかでない。 

Ⅳ 戸 井 層（Pt）
3）5）

 

戸井層は，倉川上流に分布しており，この図幅地城をふくめて亀田半島の新第三 

紀層の基盤になっている。 

この図幅地域には，粘板岩しか発達していないうえ，分布がきわめてせまいため 

に，地質構造については明らかにできない。また，化石を産出しないので，地質時代 

も明らかでない。しかし，この図幅の隣接図幅では，中生代の可能性があるとのべら 

れている。 

Ⅴ 新第三紀層 

Ⅴ.１ 汐 泊
3）4）

川
9）12

層
）15）
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汐泊川層という地層名は，はじめは薄い緑色凝灰岩やその他種々の岩相をふくむ硬 

質頁岩を主体とする地層について命名したものである（鈴木，長谷川 1963)。そのた 

めに，一見この地層の下位に位置するとおもわれる厚い緑色凝灰岩には，川汲層とい 

う地層名をつけ，べつの累層として取扱った。 

しかし，その後に行なわれた亀田半島地域の図幅調査結果と，この図幅地域の調査 

結果とを比較検討し，川汲層を汐泊川層にふくめ，この累層を４つの部層に区分した。 

すなわち，緑色凝灰岩部層，硬質頁岩・頁岩部層，集塊岩部層，および凝灰岩・凝 

灰質砂岩部層などである。 

これらのうち，川汲層を汐泊川層の１部層に取扱ったことには，あるいは異論があ 

るかとおもわれるので，その理由をつぎに説明する。 

亀田半島で，比較的厚い緑色凝灰岩層が発達しているのは，この図幅から西側の尾 

札部図幅にかけての地域で，この半島の北東側にかたよった分布をしめしている。 

尾札部図幅では，汐泊川層と川汲層とは整合であり，川汲層の下限は明らかでない 

とされている。このことは，この図幅地域においても，ほぼ同様である。とくに両者 

の関係を精進川の上流で観察すると，緑色凝灰岩と硬質頁岩とが互層しており，確実 

に整合斬移と判断できる。 

しかし，一方において，川汲層と汐泊川層とが近接していて，しかも基盤岩が現わ 

れている地域－この図幅と尾札部，恵山図幅との境界付近－においても，基盤岩の上 

には，緑色凝灰岩（川汲層）ではなくて，基底礫岩からはじまる正常堆積岩（汐泊川 

層）がのっている。もちろん，他の地域でも，緑色凝灰岩が直接基盤岩をおおうとい 

う現象は認められていない。 

なお，川汲山道付近に，粗粒玄武岩中に取残された状態ではあるが，頁岩の上に， 

枕状熔岩をふくむ緑色凝灰岩の集塊質岩相がのっているのを観察できる。同質の枕状 

熔岩は，後でのべるが，東海市街の北西の緑色凝灰岩中にもみとめられる。 

以上の多くの事実から，これまで川汲層とされてきた緑色凝灰岩層を，汐泊川層の 

比較的下部に，おそらく指交関係をもって発達する，１つの部層として扱うのが妥当 

であると判断できる。したがって，緑色凝灰岩の下位には，厚さは不明であるが，さ 

らに頁岩や礫岩などの堆積物が存在するものと考えられる。 

つぎに，各部層について説明する。 

a 緑色凝灰岩部層（Sg） 
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大舟川から尾札部川にか 

けての地域に，NW－SEの 

方向で，わりあい広く分布 

する。 

淡緑色ないし，緑色を呈 

し，凝灰岩，凝灰角礫岩， 

集塊凝灰岩，および集塊熔 

岩などの岩相から構成され 

ている。これらのうちで 

は，集塊質の岩相が卓越し 

ている。 

岩質的には，玄武岩質の 

ものから安山岩質のものま 

で変化するが，酸性のもの 

はふくまれていない。まえ 

にふれたように，東海市街 

の北西と川汲山道で，玄武 

岩質の集塊凝灰岩相中に， 

美事な枕状構造をしめす玄 

武岩熔岩が，ほぼ水平に介 

在している。この熔岩は， 

火山角礫岩，集塊凝灰岩へ 

と，漸移している（第１図)。 

この部層は，一般に塊状 

岩が多く，多量の火成岩に 

貫ぬかれ，さらに後の構造 

運動や変質作用，などの影 

響をつよくうけているため 

に，地質構造はあまり明ら 

かでない。断片的にしられ 

第
１
図
 
汐
泊
川
層
緑
色
凝
灰
岩
部
層
中
に
介
在
す
る
枕
状
熔
岩
（
川
汲
山
道
）
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る走向，傾斜からみて，いちじるしく擾乱されてブロック化していると考えられる。 

したがって，層厚は，下限が明らかでないこともあっていまのところ不明であるが， 

少なくとも300m以上はあるとおもわれる。 

b 硬質頁岩・頁岩部層（Sh） 

冷水川から倉川にかけての地域に広く分布しているほか，亀田川，川汲，東海， 

大舟川，磯谷川，黒羽尻川などに若干分布している。 

この部層は，おもに硬質頁岩と頁岩の板状の互層からなりたっているが，多数の灰 

色～白色の凝灰岩，および砂岩の薄層をはさんでいる。 

この部層は，汐泊川層の主部層といえるもので，全体では相当な厚さになるとおも 

われる。しかし，大量の粗粒玄武岩の貫入によって，地質構造がいちじるしく乱され 

ており，層厚は明らかでない。 

c 集塊岩部層（Sa） 

北端部の黒羽尻川下流から海岸にかけて分布しており，鹿部図幅の黒羽尻集塊岩と 

同じものである。また，大舟川の河口近くにも
*

，ほんのわずかであるが，この部層に 

属すると推定される集塊岩が露出している。 

黒羽尻川での観察によれば，わずかに凝灰角礫岩をはさむが，大部分が集塊凝灰岩 

からなりたっている。そして，下部には，葉理構造のけんちょな泥質岩を不規則には 

さんでいる。しかし，下位層との直接の関係は，観察されない。 

大舟川下流の露出では
*

，頁岩の上に，一部頁岩と互層状の形をとって発達しており， 

明らかな漸移関係をしめす。 

集塊凝灰岩を構成する火山角礫は，黒色ないし暗灰色を呈する多孔質の基性安山岩 

である。また，基質は，黄色の凝灰岩によってしめられている。 

この部層は，きわめて限られた分布をとるもののようで，この地域以外では，まだ 

みいだされていない。 

d 浮石質凝灰岩部層（St） 

この部層は，おもに黒羽尻川の本流に分布しているが，中の川，常呂川にもわずか 

に分布しており，さらに図示してないが，磯谷川と大舟川の最下流部にもみとめられ 

る。 

黒羽尻川では，まえにのべた集塊岩部層の上位に，N5ﾟE，60ﾟWの走向，傾斜で整 

* 地質図にはしめしてない。 
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合的にのっている。下部に灰白色～淡緑色の凝灰岩および浮石質凝灰岩が発達してお 

り，30cm内外の大きさの流紋岩角礫をふくむ。上位には，浮石質凝灰岩を基質にし， 

多量のハリ質安山岩角礫をふくむ集塊質岩相が発達している。 

中の川に分布するものは，鹿部図幅では，集塊岩部層の下位の中の川層とされ，流 

紋岩質の緑色凝灰岩からなるとされている。また，地熱調査１号井の地質柱状図では， 

この下位に黒色泥岩が存在すると記載されている。これらのことからみて，この部層 

に相当するものとした方がよさそうである。 

常呂川のものは，黒羽尻集塊岩（集塊岩部層）になっているが，構成火山角礫がガ 

ラス質安山岩であるので，いちおうこの部層の上部相として取扱った。 

これらの取扱い方には，なお疑問があるとおもわれるので，後日の検討を待つこと 

にしたい。 

なお，磯谷川のものは下部相に，大舟川のものは上部相にそれぞれ相当するとおも 

われる。 

この部層は，分布が断片的で詳しくはわかっていないが，全体として酸性であると 

いう特徴をもっている。岩相からみて，尾札部図幅の見日凝灰岩部層に対比できる。 

汐泊川層の時代については，化石が見出されていないので明らかでないが，訓縫期 

から雲期にかけての堆積物と考えられる。 

Ⅴ.２ 峠下火山砕岩類（Tv）
3）5）

 

常呂川から西方，および倉川上流域から西南方にかけて分布し，隣接大沼園図 

幅地域へ広がっている。また，大舟－磯谷間の海岸ぞいにわずかに分布しているもの 

は，この砕岩類にふくめてよいかどうかは，まだ疑間があるが，この図幅ではいち 

おう同じものとして扱った。 

下位の汐泊川との関係は，五稜郭図幅ではいちおう整合として取扱ったが，その後 

の調査から不整合とみた方がよいようである。 

大沼園図幅では，汐泊川層相当の地層を貫ぬいているとおもわれる二股プロピラ 

イトを，不整合におおっているのでないかと推論されている。 

この図幅地域では，両者の直接の接触部は観察できないが，地質図に表現された地 

層境界をみれば，不整合以外には説明できないものと判断できる。 

この火山砕岩類は，集塊凝灰岩，集塊熔岩，および凝灰角礫岩などから構成され 

ている。また，１部に浮石質凝灰岩をはさんでいる。
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第２図 峠下火山砕岩類－集塊凝灰岩，凝灰岩－(大川上流） 

岩質的には，大部分がしそ輝石普通輝石安山岩質の岩相をしめすが，なかには石英 

安山岩質，あるいは基性安山岩質などの岩相も発達している。したがって，あるいは 

別の時期の噴出物をも，同一の堆積物の中にふくめて扱っている危険性もある。これ 

については，なお今後の検対を要する。 

峠下火山砕岩類の地質時代については，中新世か鮮新世か決定できる資料がない。 

したがって，現段階では，いちおう中新世～鮮新世として，今後の検討を期待したい。 

Ⅴ.３  倉 川 層（Ma）
12）

 

倉川層は，倉川の最上流から大舟川の最上流にかけての背梁部付近に，小範囲 

に分布しており，下位の地層を不整合におおって発達している。 

大舟川では，この地層のほぼ全層が観察できる。 

最下部には，下位の安山岩質プロピライトⅠに由来する砕物が発達し，両者の接 

触面には鉄鉱が沈澱している。この上には，やや炭化した木片をはさみ，さらに， 

多量の浮石をふくむ泥岩が発達している。この上部には，薄い凝灰岩や砂岩と泥岩と 

の細かな縞状の互層がやや厚く発達し，最上部では，泥岩中に多量に火山角礫をふく 

む集塊岩様の岩相に移化する。とくに，細互層部には，いちじるしい層間褶曲構造が 

みられる。 
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倉川では，この地層の中部の層相しか認められない。 

この地層の層相からみて，湖成堆積物であると考えられる。 

層厚は，大舟川では±30mていどであるが，倉川では70mほどの厚さに達する 

のではないかと推定される。 

この地層に発達する褶曲構造や分布状態などから，まだ未固結の時期につよい構造 

運動の影響をうけたことがわかる。 

地質時代を決定できる明らかな証拠はないが，つぎにのべる磯谷川火山砕岩類と 

上位層との関係や，現地形に全く無関係な分布をしめすことなどから，鮮新世とする 

のが妥当とおもわれる。 

Ⅴ.４ 磯谷川火山砕岩類（Iv） 

磯谷川火山砕岩類は，おもに常呂川流域から大舟川流域にかけての地域に分布し 

ているが，１部は倉川と亀田川との境界稜線部にもみとめられる。 

倉川層の上位に整合的に重なっているが，はるかに広い広がりをみせている。 

この火山砕岩類は，おもに集塊凝灰岩からなるが，部分的に凝灰角礫岩，凝灰岩， 

熔岩などをはさんでおり，熔結凝灰岩をともなっている部分もある。また，しばしば 

多数の炭化木片をふくむ凝灰岩がみとめられる。 

岩質的には，全般に，含角閃石石英安山岩質であるという特徴をもっている。 

この火山砕岩類の地質時代を決める積極的な証拠は，いまのところない。しかし， 

いわゆる板状熔岩（横津岳下部熔岩）におおわれること，および更新世早期の双見層 

に不整合におおわれることなどからみて，いちおう鮮新世として取扱った方がよいと 

考えられる。 

Ⅵ 第 四 紀 層 

Ⅵ.１ 双 見 層（Ft）
4）5）

 

双見層は，大舟から双見にかけての海岸ぞいに分布しているほか，大舟温泉の西方 

にも断片的な分布がみられる。 

この地層は，下位層を基底礫をもって不整合におおっている。 

おもに，砂と粘土，あるいは粘土と火山灰の互層，および砂と礫との互層などから 

構成されており，亜炭層を介在している。 

一般に未固結であるが，砂層や礫層には，鉄鉱がセメント物質になって，砂岩様 
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あるいは礫岩様になっているものがみとめられる。 

この地層の亜炭層からは，Menyanthesや昆虫類の化石を産し，大沼園図幅の文 

月層および鹿部図幅の鹿部層に対比でき，更新世早期と考えられる。 

層厚は，文月層が150m以上と推定されているのに対し，ここでは，高々10～15 

mていどしかない。これは，おそらく，いちじるしい構造運動と侵食作用のためとお 

もわれる。 

Ⅵ.２ 磯 谷 礫 層（Ig）
5）

 

磯谷礫層は，まえにのべた双見層とほとんど同じ地域に，これを不整合におおって 

分布している。 

基底面は，ほとんど海水準近くから標高30mほどまで変化し，しかも，かなりい 

ちじるしい凹凸をしめしている。 

この礫層は，ほとんど大部分が，大から径50cmほどの大きさの円礫あるいは亜 

円礫から構成されている。これらの礫の大部分は，安山岩によってしめられている。 

厚さは，大体20mほどである。 

磯谷礫層は，堆積状態からみて，大沼園図幅の市の渡礫層に対比できる。したが 

って，その時代についても，いちおう更新世早期として取扱ったが，なお今後の検討 

が必要とおもわれる。 

Ⅵ.３ 段丘堆積物（Td） 

段丘堆積物は，海岸ぞいの地域や，倉川，冷水川にそって分布している。 

比高15～20mの平坦面をつくり，5m内外の厚さをもった，砂，礫，粘土層から 

なりたっている。 

Ⅵ.４ 現世の堆積物
15）

 

現世の堆積物としては，扇状地堆積物，崖錐堆積物，駒ケ岳火山灰，および現河床・ 

海浜堆積物などがある。 

これらのうち，扇状地堆積物として取扱ったものは，地形からみて一部更新世に入 

るものがふくまれているかもしれない。あるいは，段丘堆積物が一緒にされている可 

能性もある。 

駒ケ岳火山灰は，図示した範囲よりはるかに広く分布しているが，この図幅ではそ 

の一部しか表現していない。 

この地域に分布する駒ヶ岳火山灰は，山田忍の分類にしたがえば，おもにKa層と
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Kd層であるが，後者の方がより広く厚く発達している。この火山灰は，白色の粗粒 

な浮石から構成されており，約40mの厚さをもっている。 

なお，この下位にある腐植土より下に，厚さ2～3mのローム質火山灰が存在して 

いるのが，磯谷川の下流でみとめられる。これが，駒ヶ岳のものなのか，それとも恵 

山のものなのかはまだ明らかでない。 

Ⅶ 火 成 岩 類 

この図幅地域に分布する火成岩類は，貫入岩類と噴出岩類の２つに大別できる。 

Ⅶ.１ 貫 入 岩 類 

貫入岩類としては，塩基性から酸性にわたるいろいろな種類がみとめられる。中新 

世の貫入岩とみなしうるものは，汐泊川層を貫ぬく粗粒玄武岩，閃緑岩質岩，安山岩 

質プロピライトⅠとⅡ，石英安山岩質プロピライト，石英斑岩，および流紋岩などで 

ある。また，中新世ないしは鮮新世とおもわれるものには，峠下火山砕岩類を貫ぬ 

いている玄武岩および安山岩がある。 

つぎに，大よその貫入順序にしたがって，説明を加える。 

a 粗粒玄武岩（Di） 

汐泊川層とくに硬質頁岩・頁岩部層の分布地域には，これを貫ぬく大量の粗粒玄武 

岩がみとめられる。 

その迸人形態は，あるものは岩脈として，他のものは岩床として，しかも，しばし 

ば相互に移化しあっている。そのために，地質図にみられるような，きわめて不規則 

な岩体をつくっている。 

粗粒玄武岩と頁岩との接触部には，貫入にともなう裂か系のようなものは認められ 

ない。また，多くのばあい，頁岩は，接触面にそって2～10c mの幅で，真黒な硬い 

珪質岩に変化している。 

これら多くの現象から，粗粒玄武岩の貫入は，頁岩の堆積時に行なわれたと判断す 

ることができる。 

粗粒玄武岩には，貫入方向に直角な柱状節理（Cross-jo in t）や，これに直交する， 

つまり流理面に平行な板状節理が発達している。柱状節理の断面形は，一般に六角形 

をなしており，40～80cmていどの径をもっている。 

この岩石は，新鮮なものでは暗緑色を呈し，ち密堅硬である。変質をうけると緑色 
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第３図 六角状に柱状節理が発達している粗粒玄武岩（西股川） 

になり，ときにはプロピライトと見間違うような岩相になる。 

一般に，球か構造をしめし，球かは緑泥石，方解石，あるいは沸石などによって充 

されている。 

この岩石は，ときには斜長石の斑晶をもっているが，多くは無斑晶で，典型的なサ 

ブオフィティック組織をしめしている。 

変質をうけると，ふつう輝石は緑泥石化し，多数の白チタン石を生じ，方解石によ 

る置換がけんちょになる。また，１部には，変質鉱物として斜ゆうれん石が生成され 

ているものがみとめられる。 

b 閃緑岩質岩（Dr） 

この岩石は，精進川中流と大舟川下流に，幅約700m，延長約1,500～2,000mほ 

どの岩体をつくり，NSおよびNNW－SSEの方向をとって分布している。 

この岩石は，一見まえにのべた粗粒玄武岩が，より粗粒になったような感じの岩石 

で，典型的な深成岩というものではない。 

両岩体とも，岩相変化がいちじるしく，閃緑岩質，閃緑玢岩質，はんれい岩質など 

の岩相をしめすものがみとめられる。 

大舟川の岩体には，やや細粒な角閃石の多い濃緑色部，粗粒な角閃石の多い部分， 

粗粒な花崗岩質の優白質部が，縞状構造を形成しているのが観察できる。 
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閃緑岩質の岩相をしめすものは，粗粒な柱状あるいは板状の斜長石と，淡緑色ないし 

淡緑色の粗粒な角閃石とが不規則に組合っている。これらの間には，モザイク状の石 

英，および緑泥石がみとめられる。角閃石中には，しばしば普通輝石が残されている。 

玢岩質の岩相は，一般に斜長石が，ときには角閃石が斑晶としてふくまれている。 

石基は，斜長石，角閃石，石英で，モザイク状組織をつくっている。また，少量のア 

ルカリ長石が，斜長石を置換しているものがある。 

はんれい岩質岩相は，柱状斜長石と普通輝石の不規則な組合せからなり，部分的に 

オフィティック組織を残しているものや，あるいは普通輝石がモザイク様に組合って 

いるものがある。また，これらの間には，モザイク状の石英が発達している。 

ときには，長柱状のリンカイ石を多数ふくむものがある。 

この閃緑岩質岩は，岩体のどの部分であれ，かならず石英をもっている。この石英 

のすべてが２次的生成物であるとは考えにくい。 

たしかに，後の鉱化作用にともなって形成されている石英がみとめられる。この場 

合は，その他に，緑泥石，斜ゆうれん石，方解石，黄鉄鉱などがともなわれており， 

しばしば，原岩の構造が破壊されている。 

今後の研究をへなければ明らかではないが，この閃緑岩質岩は，塩基性マグマへの 

酸性マグマの混入，あるいは，酸性マグマによる塩基性岩の交代作用などによって形 

成された可能性があるとおもわれる。 

c 安山岩質プロピライトⅠ（Pr Ⅰ） 

この岩石は，亀田川，倉川，大舟川，尾札部川などの流域に，それぞれ分布して 

いる。 

倉川にみられるものは，粘板岩を不規則に貫ぬいているが，他のものは汐泊川層 

中に迸入している。 

どの岩体も，全般にいちじるしく鉱化変質をこうむっている。 

そのために，有色鉱物のほとんどが緑泥石に変化しており，斑晶としては，微細な 

緑泥石やチリ状の分解物によってよごれた斜長石だけがみとめられる。 

石基の大半は，緑泥石，石英，方解石，斜ゆうれん石などに置換されているが，部 

分的にハイアロピリティック組織が残されている。 

d 石英安山岩質プロピライト（Dp） 

この岩石は，尾札部川上流，川汲川流域，倉川から大舟川にかけての地域，亀田 
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川などにそれぞれ分布している。 

汐泊川層の緑色凝灰岩部層および硬質頁岩・頁岩部層中に，NSあるいはNW－SE 

方向をとって迸入している。 

この岩石の多くは鉱化変質をうけているが，やや新鮮なものは，淡緑色あるいは灰 

緑色を呈する。 

斑晶として，斜長石，石英，緑色角閃石をふくんでいるが，ときには，普通輝石や 

しそ輝石もみとめられる。石英には，熔食されているものが多い。 

石基は，ガラス質あるいは微珪長質組織をしめし，少量の短柵状～フェルト状斜長 

石をふくんでいる。 

変質をうけたものは，石英，緑泥石，ぶどう石，方解石，黄鉄鉱などが形成されて 

いる。 

なお，尾札部図幅では，この岩石と，つぎにのべる石英斑岩が一緒に取扱われてい 

るが，この図幅では，これらを区分した。 

e 石 英 斑 岩（Qp） 

石英斑岩には，大舟川中流から尾札部川中～下流にかけて，NW－SE方に迸入して 

いるものと，冷水川支流の二股川上流地域に不規則な形態をとって分布するものとが 

ある。 

この石英斑岩の岩体には，規則正しい柱状節理の発達しているものと，節理の不規 

則なものとがある。また，迸入境界付近が，約20mもの幅で角礫岩化しているもの 

がある。 

灰白色，灰緑色，あるいは淡緑色を呈し，1～5mmの大きさの石英や斜長石の大型 

斑晶を多数ふくんでいる。 

斑晶としては，石英と斜長石をふくむが，ときには，緑色角閃石や普通輝石をふく 

むものもある。石英の大部分は，熔食形をしめしている。 

石基は，おもに粒状の斜長石と石英とからなり，わずかにアルカリ長石をともなう。 

一部には，微文象構造がみとめられる。 

石英斑岩の大部分は，鉱化作用の影響をうけており，それによって，石英，緑泥石， 

方解石，ぶどう石，黄鉄鉱などが生成されている。 

f 流 紋 岩（Rh） 

この岩石は，冷水川の流域に，N70ﾟWあるいはN60ﾟE方向をとって，小岩体と 
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して分布している。そのほか，図幅地域の南端部から五稜郭図幅地域へのびる，南北 

性の小岩体がみとめられる。 

紅葉山の北部に分布するやや大きな岩体は，粗粒玄武岩を貫ぬき，これをとりこん 

でいる。ところが，とりこまれた粗粒玄武岩が，あたかも流紋岩を貫ぬいているかの 

ような産状をしめしている。これは，いわゆるオバケ岩派（Ghost dyke）とよばれ 

る，やや珍しい産状である。 

流紋岩には，径13cm内外の角柱状の節理が発達している。 

淡緑灰色を呈する，ち密なガラス質の岩質をしめす。 

斑状構造をしめし，少量の小型な石英と斜長石の斑晶をもっている。 

石基はハリ質で，微細な珪長質鉱物や緑泥石がみとめられる。 

g 安山岩質プロピライトⅡ（Pr Ⅱ） 

西股川上流から精進川上流，および大舟川上流などに，N60ﾟE方向をとる小岩脈 

として産出している。 

暗緑灰色を呈するが，全般に鉱化変質をうけている。 

斜長石の斑晶はみとめられるが，有色鉱物は完全に緑泥石に変っている。 

石基も，緑泥石や方解石，あるいは石英などによって置換されているが，ハイアロ 

ピリティック組織が残存している。 

この岩石と，まえにのべた流紋岩との迸入時期の前後関係については，まだ明らか 

にされていない。 

h 玄 武 岩（Bd） 

常呂川の流域で，峠下火山砕岩類を貫ぬく岩脈として産する。 

黒色のち密，堅硬な岩石で，インターグラニュラー組織をしめす。 

i 安 山 岩（Ad） 

亀田川の中流付近から庄可山の南方にかけて分布し，峠下火山砕岩類をN60ﾟE 

の方向に貫ぬいている。 

放射状に開いた柱状節理が発達している。 

黒色のかなり堅硬な岩石で，弱い変質作用をうけている。 

斑状構造をしめし，斜長石と普通輝石の斑晶をふくんでいる。 

石基は弱い緑泥石化や炭酸塩化をうけているが，ハイアロピリティック組織をしめす。 

Ⅶ.２ 噴 出 岩 類 
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この図幅地域の北西側には，安山岩質の熔岩類が広く分布している。これらの熔岩 

類の噴出時期は，まだ正確には決定されていない。したがって，産出形態，変質状態， 

地形，および他地域の資料との比較などから，おおよその時期を定めたにすぎない。 

中新世か鮮新世か不明なものとしては，三森山熔岩，雁皮山熔岩が，また鮮新世と 

推定されるものには，横津岳上・下部熔岩がある。また，第四紀とおもわれるものに 

は，熊泊山熔岩，泣面山熔岩，および常呂川火山砕流などがある。 

a 三森山熔岩（Ml） 

倉川流域の三森山，その周辺の４ヶ所ほどに分布している。 

いずれも峠下火山砕岩類をおおっているが，あるものはストック状に上昇してき 

ている可能性がある。 

青灰色から暗色を呈し，節理は不規則であるが，一部には板状節理が発達してい 

る。 

しそ輝石普通輝石安山岩で，ハイアロピリティック組織をしめす。部分的に石英を 

ふくむことがあり，また緑泥石や方解石などが形成されている。 

b 雁皮山熔岩（Gl） 

倉川と亀田川との稜線上の雁皮山から南側に分布する。この熔岩は，明らかに熔 

岩流として，下位層をおおっている。 

この熔岩は，新鮮なものは黒色のややガラス質の，しそ輝石普通輝石安山岩で，板 

状節理が地達している。 

しかし，雁皮山付近では，硫黄鉱床の生成に関する珪化作用をうけ，白色の珪化岩 

になっている。 

この北西方の庄司山に，この熔岩と同一にあつかったものが分布している。しかし， 

庄可山は全体が珪化岩からなり，先にのべた雁皮山付近と同じである。まだ，明確に 

原岩をつかんでいないが，いちおう，雁皮山熔岩にふくめておいた。 

c 横津岳下部熔岩（Yl） 

横津岳下部熔岩は，横津岳周辺の稜線上に分布している。 

この熔岩の下部は，塊状の節理をしめすが，上部は典型的な板状節理の発達した， 

いわゆる板状熔岩からなりたっている。 

下部での観察では，熔岩の間に赤色粘土化した部分が数枚ほどあるが，おそらく何 

回か噴出をくり返したことをしめすものとおもわれる。 
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この熔岩は，しそ輝石普通輝石安山岩で，ハイアロピリティック組織をしめしてい 

る。 

d 横津岳上部熔岩（Yu） 

横津岳の山頂付近に，下部熔岩をおおって，平なドーム状の形態をとって分布し 

ている。山頂のやや南側に小さな沼があり，かつて噴火口の跡ではないかといわれて 

いたが，現在の地形からは，そのようなことは考えにくい。 

この熔岩は，灰色ないしは灰色を呈し，やや多孔質な普通輝石しそ輝石安山岩で 

ある。 

この熔岩の噴出時期は，いちおう鮮新世末期と考えているが，あるいは第四紀に入 

るかもしれない。 

e 熊泊山熔岩（Kl） 

熊泊山熔岩は，磯谷川と常呂川との間に，独立峯をつくっている熊泊山を中心にし 

て分布している。 

この熔岩は，下部は灰色を呈する自破砕熔岩的な性質をしめすものからなり，上部 

に黒色のガラス質安山岩が発達している。 

ともに，しそ輝石普通輝石安山岩で，ハイアロピリティック組織をしめしている。 

下部の熔岩には，少量の石英斑晶をふくむものがある。 

したがって，熊泊山熔岩として一括したものは，あるいは２枚以上の異なる熔岩か 

らなりたっているかもしれない。しかし，いまのところ，これらを充分に区分するま 

でにはいたっていない。 

f 泣面山熔岩（Nl） 

磯谷川と大舟川との間の稜線上に，やや広く分布している。この熔岩の中央付近に 

位置する泣面山は半ドーム状の形をしめし，東側に半円形の切立った断崖をつくって 

いる。また，南西側には，万畳敷とよばれる平坦な熔岩台地をつくっている。 

泣面山の東側に向う半円形の断崖は，いかにも爆裂火口の火口壁をおもわせる。し 

かも，この下方部には，多数の温泉が湧出しており，益々その可能性をつよめさせる。 

この熔岩は，万畳敷の台地下では約50mの厚さで磯谷川火山砕岩類をおおって 

おり，柱状節理がみとめられる。しかし，泣面山をつくっているものは，見かけの厚 

さが300mもあるが，下限は明らかでない。下部には，いちじるしく破砕された熔岩 

をはさむが，上部は塊状の節理の発達した熔岩からなりたっている。 
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これらのことから，泣面山の山体はドーム状の隆起をしたもので，その後に噴出し 

た熔岩が万畳敷の台地をつくった可能性がある。 

新鮮な岩石は暗灰色を呈する普通輝石しそ輝石安山岩で，万畳敷側のものは非常に 

多孔質である。 

なお，泣面山を中心にする地或では，全般に硫黄鉱床に関係する鉱化変質をうけて 

いる。 

g 常呂川火山砕屑流（Tp）
4）

 

この火山砕流は，磯谷川下流から常呂川下流にかけて分布している。 

鹿部図幅の常呂川火山性堆積物のうちの，火山砕流に相当する部分である。 

磯谷礫層をおおっているが，鹿部地域では標高30mの段丘に切られているという。 

この火山砕流は，大小の安山岩角礫から構成されている。その岩質は，青灰色あ 

るいは暗灰色を呈する，しそ輝石普通輝石安山岩である。 

この火山砕流の噴出源について，鹿部図幅では，泣面山の可能性が大きいとのべ 

ている。しかし，上部が駒ヶ岳の厚い火山灰でおおわれているために，明らかでない。 

これについては，今後の調査で明らかにできるとおもわれる。 

Ⅷ 地質構造 

この地域の地質構造を特徴づけているのは，汐泊川層へ貫入している火成岩類の形 

態と，これを支配したとおもわれる裂か系である。 

汐泊川層自体の構造は，NW－SEの一般走向をしめすことや，これに平行な褶曲 

構造がわずかに認められるというていどしかわからない。しかし，この累層中へ貫入 

している火成岩体には，一つの規則性のようなものがみとめられる。 

もっとも早期の迸入岩である粗粒玄武岩は，部分的には汐泊川層，とくに硬質頁岩・ 

頁岩部層の層理面に平行な迸入をしているが，全休としてはかなり不規則な形態をと 

っている。 

しかし，後期の貫入岩になるほど，貫入方向に，NW－SEとN50～65ﾟEという２ 

つの方向性が現われてくる。 

この２つの方向性は，裂か系，鉱化帯，鉱脈などにも明らかにみとめられる。 

おそらく，この方向性は，鮮新世から第四紀にかけての火山活動とも，密接な関係 

をもっているのではないかとおもわれる。 
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このような方向性は，基盤の戸井層の構造，とくに裂か系を反映しているにちがい 

ない。 

粗粒玄武岩の貫入形態が非常に不規則であるのは，汐泊川層の堆積時の活動である 

ために，軟質な地層中にわりあい自由に入りこめたからではないかとおもわれる
*

。 

南側の五稜郭図幅には広く戸井層が分布しているが，戸井層自体の中にはあまり粗 

粒玄武岩がなくて，周囲の汐泊川層中へ大量に迸入している事実は，このことを暗示 

している。同時に，この岩石の迸入通路になった裂か系が，むしろ汐泊川層の分布地 

域内の下部にあることをもしめしているようにおもわれる。 

この図幅地域には，すでにのべたように，戸井層はわずかしか分布していない。こ 

の地層は，汐泊川層にはおおわれないで，より上位の峠下火山砕岩類におおわれて 

いる。したがって，倉川上流では，この砕岩類の下位に，おそらく北西方向をと 

って，戸井層が広く分布している可能性がある。この戸井層も，五稜郭図幅地域と同 

じようにドーム状の上昇を行ない，新第三系や第四系の構造に大きな影響を与えてい 

るとおもわれる。しかし，残念ながら，今のところ，この点についてはほとんど明ら 

かでない。 

Ⅸ 応 用 地 質 

この図幅地域には，金・銀・銅・・亜鉱床，マンガン鉱床，鉄鉱床，硫黄鉱 

床などの，金属，非金属鉱床のほか，石材，温泉等多くの地下資源が賦存している。 

Ⅸ.１ 金・銀・銅・・亜鉱床 

この地域には，分布図にしめしたように，多数の鉱床や鉱徴地がしられている。し 

かし，現在稼行中の鉱山はない。 

鉱床は，鉱脈型と塊状型の２つの型にわけられ，前者には，尾札部，北大三盛，大 

舟，大和，その他の鉱山があり，後者には，亀田，紅葉山鉱山などがある。 

a 鉱脈型の鉱床 

尾札部鉱山
10）
 

西股川上流部に位置しており，第２次大戦中に銅鉱を出鉱したといわれている。 

鉱床は，鉱山を中心に，幅800m，延長1,200mの範囲に分布しており，緑色凝灰 

岩，頁岩，石英斑岩を母岩としている。 

* 逆にいわゆる裂か系はできにくいとおもわれる。 
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第４図 地下資源分布図 

この地域には，N50～60ﾟE方向の小さな剪断帯が多数発達しており，これにそっ 

て鉱脈が形成されている。おもな鉱脈として，A，B，C，Dの４本あり，AとCと 

がやや規模が大きい。A脈は，脈幅10～50cm，延長120m，C脈は，脈幅30～50cm， 

延長約300mである。 

鉱脈は，黄鉄鉱と石英が主で，部分的に黄銅鉱や閃亜鉱にとむ。ときに，高品位 

のところもあるが，平均すれば低品位である。 

なお，鉱脈は，母岩が移化するところで傾斜が変り，脈幅が膨大するという。 

北大三盛鉱山
7）10）

 

倉川の上流に位置し，明治時代に銀鉱を採掘したといわれているが，その後，探 

鉱は行なわれたが採掘までにいたってない。 

鉱床は，戸井層および安山岩質プロピライトⅠの中に発達する，N40～60ﾟEの剪 

断帯にそって形成されている。このような剪断帯は，平行に数本ほどあり，その中の 
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やや大きな鉱脈にそって150mの坑道が掘られている。 

鉱脈は，黄鉄鉱，閃亜鉱，方鉱を主とし，少量の黄銅鉱をふくみ，脈幅5～70 

cmの膨縮のいちじるしいもので，延長20mほどのものが３ヵ所でみられるほかは， 

すべて石英脈である。 

銅・・亜鉛の品位は，１部に高いところもあるが，平均すればかなり低い。 

精進川中流鉱床
*10）

 

鉱床は，精進川中流に分布する安山岩質プロピライトⅠや，この岩石と頁岩との境 

界面に胚胎するもので，数本の鉱脈がみとめられる。それぞれに探鉱坑道が掘さくさ 

れているが，出鉱するにいたらず休止している。 

鉱脈のうち，主脈はN 65ﾟE方向の剪断帯にそって形成されているが，N 40ﾟEや 

N80ﾟW方向の派生脈をともなうものもある。脈幅は10～20cmていどであるが，富 

鉱部では60cmほどになる。また，延長は75mのものがある。 

鉱脈は，石英と黄鉄鉱がおもで，閃亜鉱のとくに多い脈や，やや黄銅鉱を多くふ 

くむ脈などがある。しかし，全般に品位は低い。 

大 舟 鉱 山
14）

 

この鉱山は，大正末期に開発が試みられたが，その後上・下２本の探鉱坑道が掘さ 

くされただけで休山している。 

鉱床は，閃緑岩質岩の中に胚胎し，N60～70ﾟW，70ﾟSEの走向，傾斜の剪断帯に 

そって形成されている。鉱脈は，幅50c m内外，延長約20～30mで，数m～10数m 

の単位脈の雁行状配列をしたものからなる。下部坑では部分的破砕にともなって，閃 

亜鉱，方鉱，黄銅鉱が濃集しているところがある。また，上部坑は，含金・銀石 

英脈で，硫化鉱はふくまれていない。 

品位は，全般に低い。 

大 和 鉱 山
14）

 

この鉱山は，大舟鉱山の上流約5kmの地点にある。 

鉱床は，緑色凝灰岩中に発達する含金・銀石英脈で，N45～65ﾟE方向の剪断帯に 

そって胚胎している。１号坑から８号坑までの探査坑道が掘さくされたが，現在は休 

止している。 

脈幅は，最大1m近くもあり，延長は20～30mほどである。 

* 南茅部町。 
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品位は，高品位のもので，Au 1.7％，Ag 88％ていどにすぎない。 

その他の鉱床
10）11）14）

 

この地域には，これまでのべたもののほかに多数の鉱徴地がしられている。 

尾札部鉱山東方には，笹小屋の沢鉱床，椴の沢鉱床がある。N60～80ﾟW，N10～ 

80ﾟEというように，鉱脈の走向はいちじるしく変化する。いずれも小規模で低品位で 

あるが，笹小屋の沢には，脈幅10cmていどの高品位部をともなうものがみとめられ 

る。 

そのほか，川汲川流域，あるいは，東海の西方などに，緑色凝灰岩中に鉱徴がみと 

められる。 

b 塊状型の鉱床 

紅葉山鉱山
2）12）

 

図幅地域の南東端部の冷水川の支沢最上流部に位置する，かなり古くからしられて 

いる鉱山で，坑道探鉱やボーリングによる探査などが行なわれている。 

鉱床は，硬質頁岩・頁岩互層中に発達するN10ﾟE方向の剪断帯にそって胚胎して 

いる。この剪断帯の延長は，約2kmにわたって追跡されている。 

鉱床の露頭は，黄鉄鉱と閃 

亜鉱のレンズ状集合体から 

なりたっている。坑道内で 

は，幅1.5m，延長30m以上 

にわたる鉱体がみとめられて 

いる。この鉱体は，黄鉄鉱を 

主とし，少量の閃亜鉱と黄 

銅鉱をふくむもので，品位は 

低い。 

この鉱体の下部に対して行 

なったボーリング結果では， 

見かけの幅約6mにわたっ 

て，黄銅鉱をふくむ黄鉄鉱閃 

亜鉛鉱体が確認されている。 

この鉱床は，C u品位がま 第５図 亀田鉱山坑内図（大日方順之による） 
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だ0.5％ていどにすぎないが，下部に向って品位が増大する可能性がある。 

亀 田 鉱 山
7）

 

大正時代に開発され，昭和24年から28年にかけて残鉱処理が行なわれ，ほとんど 

掘りつくされている。明治44年の調査では，鉱量が約270,000トン，品位はC u平均 

2％以下という。 

Ⅸ.２ マンガン鉱床 

金 城 鉱 山
1）

 

鉱山は，西股川と倉川の支川上女岳川との分水界から，やや西股川へよった付近 

に位置している。 

この鉱床は，昭和26年頃に発見されたもので，昭和28年から32年にかけて稼行さ 

れ，昭和31年まで約5,000トン採掘された。昭和36年には残鉱処理が行なわれ，現 

在は休山している。 

鉱床は，いわゆるピリカ型の二酸化マンガンの堆積性鉱層である。 

鉱床は，下盤が緑色凝灰岩部層で，上盤が硬質頁岩・頁岩部層になっており，ちょ 

うどこれらの境界部にはさまった状態になっている。南北120m，東西100mの範囲 

まで，鉱体が確認されている。 

鉱体中には中石が介在しており，北部と西部では中石が厚くなって，２枚の鉱床に 

わかれている感じを与える。中心部では，中石を数枚はさんでいるが，3mもの厚さ 

に達している。 

なお，この鉱石中から，サメの歯の化石が産出したということである。 

Ⅸ.３  鉄 鉱 床 

鉄鉱床には，一般にみられる堆積性のものと，硫化鉄鉱の露天化作用によって形 

成されたとおもわれるものとの２つの型がある。 

前者の例としては，赤沼鉱山や，横津岳北東部の鉱床がある。また，後者には三盛 

鉱山がある。 

赤沼鉱山，その他の鉱床 

赤沼鉱山は，亀田川の上流に位置しており，昭和26年から31年にかけて採掘され， 

176,000トン出鉱されている。この鉱床は，ほとんど採掘ずみである。 

常呂川の上流，熊泊山の南西側にも，多くの鉱床がしられている。しかし，鉱量が， 

320～420トンていどの規模しかないので，開発できる可能性は少ない。 
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三 盛 鉱 山
10）

 

この鉱山は倉川の上流に位置する。 

昭和25年頃に発見され，昭和32年から，月1,500トンていどの割合で採掘された 

が，5～6月で鉱体の大部分を掘りつくしてしまい，休山した。 

鉱床は，石英安山岩質プロプライト中に胚胎している。いちじるしく珪化されて白 

色化した母岩中に，長径25m，短径20mで，円錐を逆にしたような形の鉱体をつく 

っていたようてある。 

品位は，富鉱部で，Fe 60.74％，S 3.36％あり，鉄品位も高いが，硫黄分の多いも 

のである。 

この周辺地域には類似の鉱床があり，１部出鉱したが，本鉱床にくらべて，鉱石は 

不均質である。 

この鉱床は，もともと黒鉱式鉱床の硫化鉄鉱体であったのが，鉱体のつよい破砕と 

露天化作用によって，鉄鉱床へ変ったものと考えられている。 

Ⅸ.４ 硫 黄 鉱 床（硫化鉄鉱床） 

この地域には，分布図にしめしたように，多数の硫黄鉱床が分布する。これらのう 

ちで，比較的大規模に採掘されたのは，精進川鉱山と函館鉱山である。 

精進川鉱山
13）

 

この鉱山は，横津岳の北方に位置し，国鉄函館本線池田園駅の南東約10kmに当っ 

ている。 

鉱床は，精進川鉱床と雨川鉱床とからなりたっている。 

精進川鉱床は，昭和12年に鉄鉱床を対象に開発されたが，翌13年，鉱床の下部 

探査のさい硫黄鉱床が発見され，開発のきっかけとなった。日本硫鉄株式会社によっ 

て，昭和18年から硫黄製品が出され，昭30和年に硫化鉄鉱床が発見され，35年の閉 

山時には，硫化鉄鉱が採掘されていた。 

雨川鉱床は，明治28年に発見されたといわれ，その後，いろいろな過程をへて， 

昭和18年に同会社の雨坑となったが，ほとんど残鉱処理の状態で閉山となった。 

閉山当時の毎月生産量は，硫黄約400トン，硫化鉄鉱（F eS 2  43％以上）1,500～ 

2,000トンである。 

鉱床は，峠下火山砕岩類中に介在する安山岩を鉱染交代した，いわゆる岩鉱型の 

ものである。 
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精進川鉱床は，精進川の中流左岸に，N20ﾟW方向をとって約800m連続する， 

平な鉱床である。下流より約350mの間は，遊離硫黄の多い良質の黄鉱で，幅80～90 

m，厚さ20～30mにも達した。上流側は，遊離硫黄20％以下である。 

閉山当時は，無選鉱でFeS 43％以上のものが採掘されており，まだ鉱石は相当量 

残っているといわれる。 

雨川鉱床は，この川の中流右岸に，N20ﾟW方向をとって長くのびる平な鉱体 

で，長さ60m，幅80～90m，ときに140m，厚さ20m内外である。現在は，掘りつ 

くされてしまっていて，詳細はよくわからない。 

函館硫黄鉱山
8）

 

この鉱山の開発はかなり古く，明治初年にさかのぼる。かっては，倉鉱山，三盛 

鉱山，竹山鉱山にわかれていたが，昭和25年に，一緒に白老硫黄株式会社の所有に 

移り，函館硫黄鉱山になった。 

これら３鉱山のうち，倉鉱山と三盛鉱山は，同一の鉱床を南と北とからわかれて 

採掘していた。この２鉱山は，昭和10年から19年までに，併せて年間5,000トン前 

後の生産を行ない，わが国有数の硫黄鉱山になった。 

函館鉱山に合併してからの昭和26年から29年にかけて残鉱処理を行ない，2,616 

トンを生産した。現在では，採掘条件の悪い下部に，少量の鉱石を残すだけという。 

富鉱部は，S50％以上であったが，平均25～40％の品位であった。 

旧竹山鉱山は，峠下火山砕岩類を鉱染した鉱床で，かなり低品位であったようだ 

が，詳しいことはわからない。 

以上に説明した鉱山のほか，白井川鉱山，臼尻鉱山，硫黄山（磯谷鉱山?)，チョ 

ッポナイ川上流鉱床などがしられている。 

硫黄山や白井川鉱山は，磯谷川火山砕岩類の中に胚胎しており，前者は大正年代 

から昭和27年頃まで稼行されていたという。 

また，硫黄鉱床の生成に関係あるとおもわれる変質帯は，雁皮山や庄司山などのほ 

か，各地にみとめられる。 

Ⅸ.５ 石 材 

石材として現在採掘されているのは，庄司山南方の安山岩と，大舟川下流の閃緑岩 

質岩の２ヵ所である。 

どちらも，土木用の砕石である。 
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Ⅸ.６ 温 泉 

図幅地域の北東には，北西から南西へ，磯谷温泉，大舟上・下温泉，川汲温泉など 

が並んでいる。 

磯谷温泉と川汲温泉には旅館があるが，大舟温泉にはなく，土地の人々が銭湯とし 

て利用している。 

磯谷と大舟の両温泉は，石灰華の沈澱がいちじるしく，磯谷温泉には層状の，また 

大舟温泉にはドーム状の沈澱物がみられる。 

泣面山から流れ下る白井川の下流部には，多数の温泉が湧出している。 
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(Résumé)  
 

T h e a r e a  o f T o k a i  s h e e t m a p i s s i t u a t e d i n L a t i t u d e 41ﾟ50'  

～42ﾟ0' N and Longi tude 140ﾟ45'～ 141ﾟ0' i n the South-Weste rn 

d i s t r i c t of Hok kn id o.  

T h e a r e a o f t h e s h e e t m a p“T o k a i”i s l o c a t e d i n t h e K a m e d a  

P e n i n s u l a o f s o u t h w e s t e r n H o k k a i d o.  S i n c e t h e a r e a i n c l u d e s  

the backbone range of th i s pen insu la, topograph ica l ly the a rea i s  

m a i n l y  c o m p o s e d o f r a g g e d  m o u n t a i n s, a c c o m p a n i e d w i t h o n l y  

na r ro w p la i n s.  
Geo lo gy  

T h e  g e o l o g y  o f t h e  a r e a  i s c o m p o s e d o f  p r e -T e r t i a r y  f o r m -  

a t i o n s, N e o g e n e f o r m a t i o n s, Q u a t e r n a r y f o r m a t i o n s a n d i g n e o u s  

r o c k s.  T h e p r e -T e r t i a r y  f o r m a t i o n w h i c h f o r m s t h e  b a s e m e n t  

o f t h i s a r e a i s c a l l e d t h e  T o i F o r m a t i o n, c o m p o s e d m a i n l y  o f  

s la tes.  Owing to i t s narrow exposures and the absence of foss i l s,  



－ 30 － 

i ts geologic st ructures and geologic age are not well-known.  The 

g e o lo g i c s u r v e y s i n a n d a r o un d t h i s a re a, h o w e v e r, s ug g e s t t he  

poss ib i l i ty tha t t he fo rmat ion may be Mesozoic i n age.  

A s t h e N e og e n e f o r m a t i o n s, t h e Sh i o d o m a r i-ga w a F o r m a t i o n  

o f the Miocene, Tōgesh i t a py roc las t i c s of the Miocene-Pl iocene,  

t h e  M a t s u k u r a -g a w a  F o r m a t i o n a n d t h e  I s o y a g a w a  p y r o c l a s t i c s  

o f the Pl iocene can be ment ioned.  The Shiodomar i-gawa Form-  

a t ion, which i s extensively developed, covering unconformably the 

basement rocks, i s composed of t he green tu f f member, t he hard 

sha le-sha le member, the agglomera te member, and the pumiceous 

t u f f member i n t he ascend ing orde r.  The green t u f f memb er i s  

co r re la ted t o the so-ca l led Kakkumi Format ion, and i s deve loped 

under t he hard sha le-sha le member, somet imes with an in te r f ing-  

e r i n g r e l a t i o n .  T h e  m e m b e r  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  a g g l o m e r a t i c  

tuffs, tu ff breccias, and tuf fs of basal t ic or andesi t ic composi t ion.  
B a s a l t i c  l a v a s  w i t h  p i l l o w  l a v a  s t r u c t u r e  h a v e  b e e n  f o u n d  a t  

t h r e e l oca l i t i e s wi th i n t h e a g g l o m e ra t i c t u f f s.  T he h a r d sh a l e-  
s h a l e m e m b e r i s c o m p o s e d o f t h e a l t e r n a t i o n o f h a r d s h a l e a n d  

sha le, in te rca la t ing numerous th in l ayers of l igh t grey tu ff.  The 
agg lomera te member i s most ly composed of agg lomera t i c t u f f s of  

mafic andesi t ic composition, intercalat ing i r regularly well- laminated 

layers of mudstone, which grade into the hard shale-shale member.  

P u m i c e o u s t u f f m e m b e r c o n s i s t s m a i n l y  o f l i g h t  g r e y , c o a r s e-  

g r a i n e d  p u m i c e o u s  t u f f s  a n d  g r a d u a l l y  c h a n g e s  t o  t h e  a b o v e -  

ment ioned agglomera te member.  In i t s lower hor izon some par ts  

are r ich in rhyoli t ic blocks, and in i ts higher horizon agglomerat ic  

fac ie s car ry ing glassy andesi te blocks a re deve loped.  

T h e S h i o d o m a r i-g a w a F o r m a t i o n w a s i n t r u d e d b y  n u m e r o u s  

i g n e o u s r o c k s, r e s u l t i n g i n t h e d i s t u r b a n c e  o f t h e  s t r a t a, a n d 
t h e r e f o r e  i t s d e t a i l e d g e o l o g i c  s t r u c t u r e s a n d i t s t h i c k n e s s a r e  

no t yet known.  

T h e Tōg e s h i t a p y r o c l a s t i c s a r e e x t e n s i v e l y d e v e l o p e d, l y i n g  
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unconfo rmably on the Shiodomar i-gawa Format ion.  I t i s main ly  

composed of andesi t ic agglomerat ic tuffs and tuff breccias, accom-  

p a n i e d by ma ny a n de s i t e l a v a f l o w s.  O w i n g t o t h e a b s e nc e of  

foss i l s i n th i s format ion, i t s geolog ic age has not yet been dete-  

rmined def ini te ly.  I t i s probably Miocene in age, but there may 

be a possib i l i ty tha t i t i s Pl iocene.  

The Matsukura-gawa Forma t ion i s a l acus t r i ne depos i t comp-  

o s e d o f wel l- l a mi n a t e d m u d s t o n e s a n d t u f f s, a nd s h o w s d i s t i nc t  

i n t r a f o r m a t i o n a l f o l d i n g s.  T h i s i s o v e r l a i n c on f o r m a b l y by t he  

ex tens ive I soyagawa pyroc las t ic s, which cons i s t main ly of dac i t i c  

agglomera t ic tu f f s and t u f f brecc ias, assoc ia ted with welded t u f f s  

i n t he l ower hor i zon.  Since t he se py roc la s t i c a re cove red con-  
f o r m a b l y  b y  t h e  F u t a m i  F o r m a t i o n  o f  Q u a t e r n a r y  a s  w i l l  b e  

ment ioned be low, t hey a re Pl iocene i n age.  

T h e Q u a t e r n a r y d e p o s i t s a r e d i v i d e d i n t o t h e F u t a m i F o r m-  

a t ion, I soya conglomerate, and t e r race deposi t s of the Pleis tocene,  

a n d v a r i o u s  R e c e n t d e p o s i t s.  T h e  F u t a m i F o r m a t i o n  c o n s i s t s  

of al ternat ion of sand, gravel and mud layers, in tercala t ing some-  

t i m e s l i g n i t e l a y e r s.  T h e p r e s e n c e o f M e n y an t h e s i n t h i s f o r-  
m a t i o n a s w e l l a s i t s g e o l o g i c a l r e l a t i o n w i t h t h e s t r a t a i n t h i s  

a rea ind icate tha t the format ion i s ear ly Pleis tocene in age.  The 

I soy a cong lomera t e which cove r s unconfo rmab ly t he Futami For-  

mat ion, i s regarded to be ear ly Pleistocene.  The ter race deposi t s  

a r e d e v e l o p e d a l o n g t h e s e a s h o r e o r l a r g e r i v e r s, f o r m i n g f l a t  

p lane about 20m in re la t ive heigh t.  

T h e  R e c e n t d e p o s i t s c a n b e  d i v i d e d i n t o t h e f a n d e p o s i t s,  

t a lus depos i t s, Komagatake volcanic ashes, and f luv ia l and beach 

d e po s i t s.  T he K o ma ga t a k e v o lc an i c a s he s c o mp o s e d of c oa r se-  

g ra ined pumice gra ins, a re ex tens ive ly deve loped i n the nor the rn  

and nor theas tern part of the area, but i t s dis t r ibut ion i s indica ted 

on ly i n res t r i c ted par t s in th i s map.  

V a r i ou s i g ne ou s roc k s a r e wel l d i s t r i b u t ed i n t h i s a rea.  O f 
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t h e M i o c e n e i g n e o u s r o c k s, d o l e r i t e c u t t i n g t h r o u g h t h e S h i o-  

domari-gawa Formation, diori t ic rocks, andesi t ic propylites Ⅰ  and 

Ⅱ, dacite, quartz-porphyry and rhyolite are noticed.  All of these 

i n t ru s ive rock s were more maf ic i n t he ea r l i e r s t ages, and mo re  

f e l s i c i n t h e l a t e r, a n d t h e d i r e c t i o n s o f t h e i r i n t r u s i o n v a r i e d  

d u r i n g  t h i s  p e r i o d .   D o l e r i t e  a n d  q u a r t z - p o r p h y r y  a r e  m o r e  

abundan t t han othe r rocks.  The in t rus ion of dole r i te was near ly  

s i m u l t a n e o u s w i t h t h e d e p o s i t i o n o f t h e S h i o d o m a r i-g a w a F o r-  

ma t ion.  

V a r i o u s i gne o u s r oc k s, g e o l og i c a g e s of w hi c h ha ve n o t y e t  

b e e n de te r mi ne d whe th e r M i o c e n e or Pl ioce ne, i nc lu de dy ke s of  

b a s a l t a n d a n d e s i t e, c u t t i n g t h r o u g h t h e Tōg e s h i t a py r o c l a s t i c s,  

and Mitsumoriyama lava and Gambiyama lava, both of which cover 

t h e Tōge sh i t a py r oc l a s t i c s.  T he s e l a v a s a re hy p e r s t he n e au g i t e  

a n d e s i t e s, w h i c h h a v e b e e n  s u b j e c t e d t o s t r o n g m i n e r a l i z a t i o n  

re la ted to t he genes i s of t he su l fu r depos i t s.  

T h e l o w e r a n d t h e u p p e r Y o k o t s u-d a k e l a v a s, c o m p o s e d o f  

a ug i t e hy pe r s the ne ande s i t e s, have bee n r e ga r ded a s Pl i ocene o r  

e a r ly P l e i s t o c e n e.  T h e l o w e r l a v a s h a v e d i s t i n c t p l a t y j o i n t s.  

T h e  K u m a d o m a r i -y a m a l a v a  o f d a c i t e a n d t h e  N a k i t s u r a -y a m a  

lava of andes i te, both of which cover the Isoya-gawa pyroclas t ics,  

a r e Q u a t e r n a r y  i n a g e.  T h e p r e s e n c e i n N a k i t s u r a-y a m a o f a  
d e p r e s s i o n r e s e m b l i n g t h e  e x p l o s i o n c r a t e r s u g g e s t s t h e y o u n g 

age of this volcano.  Besides andesit ic pyroclastic flow of unknown 

or ig in i s obse rved on t he f la t sur face of marine t e r races.  
Economic Geology  

M a n y  m e t a l l i c  a n d  n o n -m e t a l l i c  d e p o s i t s  a n d  i m p r e g n a t e d  

p a r t s a r e  p r e s e n t i n t h i s a r e a, a n d a b u n d a n t h o t s p r i n g s i s s u e  

f rom t he coas ta l zone.  

C o p p e r,  l e a d ,  a n d z i n c  d e p o s i t e ,  m a n g a n e s e  d e p o s i t s  a n d  

l i m o n i t e  d e p o s i t s  a r e  i m p o r t a n t  a m o n g  t h e  m e t a l l i c  d e p o s i t s .  

B o t h v e i n- t y p e a n d ma s s i y e- t y p e a r e k n o w n a m o n g t h e c o p p e r,  
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lead, and zinc deposi ts, and are re la ted with the Shiodomari-gawa 

F o r m a t i o n  a n d  t h e  a s s o c i a t e d  i g n e o u s  r o c k s ,  s u c h  a s  q u a r t z -  

porphy ry, dac i t e, dior i t e, and andes i t i c propy l i t e.  Most of t he  

v e i n- t y p e  d e p o s i t s a r e  f o r m e d a l o n g t h e  s h e a r z o n e s, p a r a l l e l  

t o  N 6 0ﾟW  a n d  N 45 ﾟ～ 65ﾟE  d i r e c t i o n s .  L a r g e - s c a l e  d e p o s i t s  

have not yet been found, and no mines have been worked as yet.  

Mass ive- type depos i t s inc lude both Kameda mine and Momij i-  

y a m a m i n e, f o r m e d w i t h i n t h e h a r d s h a l e- s h a l e m e m b e r o f t h e  

Sh iodo mar i-gawa Forma t ion.  Though Ka meda mine wa s wor ked  

one t ime, i t s detai led structure has not been Clear.  The Momiji-  

y a ma m i n e h a s b e e n e xp l o i t e d r e cen t ly, a n d i t s f u t u r e de ve l o p-  

ment i s expec ted.  
K i n jō m i n e c o n s i s t i n g o f t h e l a y e r e d d e p o s i t s o f m a n g a n e s e  

wi thin the Shiodomari-gawa Format ion, was worked for the per iod 

f rom 1953 to 1957, produc ing 5,000 ton manganese ores.  
M o s t  o f  t h e  l i m o n i t e  d e p o s i t s  a r e  p r e c i p i t a t e d  d e p o s i t s  o f  

bog i ron ores, but somet imes mass ive ore bodies enc losed i n t he  

dac i t i c propy l i te s a re known, as fo r ins tance, a t Mitsumor i mine.  

There i s no mine which i s worked a t present.  

Su l fu r depos i t s a re t he on ly non-meta l l i c de pos i t s d i s t r i bu t ed  

wide ly i n th i s a rea.  Though they were mined dur ing the World  

War Ⅱ , none of t hem i s worked now.  

I n I s o y a, Ō f u n e  a n d K a k k u m i t h e r e  a r e  m a n y  h o t s p r i n g s,  

w h i c h  a r e  d i s t r i b u t e d  a l o n g  N W -S E  z o n e .   E s p e c i a l l y  m a n y 

na tu ra l spr ings i s sue f rom t he sur rounding area of Ō fune spa.  
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